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１ は じめ に 

児童・生徒は， 未曾有の災害 ， 少子高齢 化・ 人口減少，感染 症等の直面す る課題を乗 り

越え，AI やビッグデータ，IoT，ロボテ ィク スといった技術 が発展した Society5.0 時代 を

見据えて，急激 に変化する時 代 を生きて い か なくてはいけな い 。 そのよう な時代の中 で，

我が国の学校教 育には，一人 一人 の児童 ・生 徒が，自分のよ さや可能性を 認識すると とも

に，あらゆる他 者を価値のあ る存在とし て尊 重し，多様な人 々と協働しな がら様々な 社会

的変化を乗り越 え，豊 かな人生を切 り拓き ， 持続可能な社会 の創り手とな ることがで きる

よう，その資質 ・能力を育成 することが 求め られている。 令 和３年１月に は，中央教 育審

議会『「令和の日 本型学校教 育」の構築 を目 指して ～全ての 子供たちの可 能性を引き 出す ，

個別最適な学び と，協働的な 学びの実現 ～ （ 答申）』 の中で，2020 年代を 通じて実現 すべ
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この「教科等本 来の魅力」（ 教科等の本 質） を追究していく ために，教科 等における 内容

の意味をより吟 味し，その内 容を 児童・ 生徒 が学んでいくた めの教科等に おける方法 （本

質的なプロセス ）が重要とな る。 

 

（２）「教科等本 来の魅力」 の深化に向 けた 方法 

教科等における 学ぶ意義や本 質的な楽し さを 感じられるよう にするために ，授業で学 ん

だ知識・技能が 日常生活で役 立っている こと を実感できるよ うにすること や，知的な 発見

や創造のおもし ろさにふれる ことができ るこ とが必要である。そこで，「教 科等本来の 魅力」

を生かすための 方法として， 教科等ごと に授 業づくりのヴィ ジョンをもっ ておくこと が重

要となる。石 井は，その １つの方法 として，「 知 識・技能が実生活で生かさ れている場 面や，

その領域の専門 家が知を探求 する過程を 追体 験し，『教科の 本質』を 共に『深め 合う』授 業」

（教科する授業 ）を創造 して いくことを 指摘 する（石井，2017）。 

「知識・技能が 実生活で生か されている 場面 を設定する」 に ついては，単 元や授業の 導

入部分で生活場 面を取り上げ ることが多 いが ，終末部分で形 式的にまとめ をする（尻 すぼ

みの構造）ので はなく，学習 を通して 児 童・ 生徒 が身に付け た「ものの見 方・考え方 （現

実を読み解く眼 鏡）」を使って生 活場面をと ら え直 すために，生活 場面にもどる（ 末広がり

の構造）こ とが重要と なる。「 その領域の 専門 家が知を探求す る過程を追体 験できるよ うに

する」について は，端的には ，「教科の本 質」へ向かうプロセ ス自体を 児童・生徒 が経 験す

る機会を設定す るということ だといえる。た とえば，専門家や教 師などが，（教 材）研究す

るプロセスにお いて，その分 野 固有の内 容や 追究するプロセ スの面白さが ある。その プロ

セスを児童・生 徒 にも追体験 させる 場を 設定 すること が重要 となる。 

 

（３）「教科等本 来の魅力」 の深化に向 けた 授業づくりの視 点  

①「生活の論理 」と「教科の 論理」をつ なぐ 

「教科等本来の 魅力」の深化 に向けた授 業づ くり では，既有 の知識・技能 を総合して 思

考する必然性が ある課題や ， 児童・生徒 が取 り 組んでみよう と思える課題 を設定する こと

が重要となる。 その方法の１ つとして， 思考 する必然性を欠 いた不自然な 問題ではな く，

実際に生活や社 会で直面する ような状況 に即 した問題場面を 設定すること が あげられ る 。

たとえば，すべての 教科等で日 々繰り返さ れ る学習活動にお いて，「生活の論 理」と「教科

の論理」（東井，1954）をつ なぐために，「な ぜだろう」「でも い つでもど こでもそうな の だ

ろうか」という 疑問を， 児童 ・生徒 一人 一人 が自ら進んで解 決しようとし ，その問題 解決

に至る場を設定 する。その際 ， そこに至 った 過程（プロセス ）をふり返り ながら，次 の学

習へとつなげて いく質の高 い 学習にして いく ことが必要とな る。そのため に，問題場 面を

生活から教科等 につなげる「 わたり」だ けで なく，教科等か ら生活への「 もどり」も 大切

にする（科学的 概念を生活に 埋め戻す） 指導 方法が重要とな る。そして， この「もど り」
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があることによ って概念とし て学ばれた 科学 的知識が，現実 を読み解くも のの見方・ 考え

方として学び直 しされるので ある（石井 ，2017）。 

②「教科等本来 の魅力」に迫 るためのプ ロセ スの重視  

「教科等本来の 魅力」に迫る プロセスを ， 児 童・生徒 ととも に遂行 する機 会を授業過 程

に盛り組むこと が重要となる 。具体的に は， 児童・生徒自身 で課題解決に 向けて，ど の知

識が有効か，時 には必要な情 報を収集し なが ら，型にとらわ れずに問題場 面（文脈） とじ

っくり思考する ことが求 めら れる。 その ため に，そのような 場を教師が意 図的に設定 しな

がら「教科等本 来の魅力」に 迫るために ，専 門家や教師など が （教材）研 究するプロ セス

においてその分 野固有の内容 や追究する プロ セスの面白さを 重視すること が，学びを 豊か

にすることへと つながると考 え る。 

 

３ 本 年度 の研 究 

昨年度までは， 教科等本来の 魅力に迫る 授業 を実践すること で，児童・生 徒の 「グロ ー

バル時代をきり ひらく資質・ 能力」を育 んで きた。今年度は ， これまで 無 意識または 感覚

的につくってい た 教科等本来 の魅力に迫 る授 業を ，どのよう な視点で授業 づくりをし てい

けばよいのかを 明らかにし て ，教員の資 質・ 能力を具体的に 示すことを目 的とする。  

（１）省察的実 践
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されている。こ の ＰＣＫを用 いて授業実 践の 中で「翻案」 す るプロセスが ，教科等本 来の

魅力に迫る授業 づくりの教員 の資質・能 力 向 上に寄与してい ると考えられ る。 

 

（３）教師に求 められる資質 能力 の再整 理 

 令和３年８月 に開催され た ，「令和の 日本型 学校教育」を担う 教師の在り 方特別部会（ 第

３回）・教員免許 更新制小委 員会（第 ４回 ）合 同会議資料 では ，教員の資質・能力の構 造化

の試案（イメー ジ）として， 以下の７点 が示 された。  

「教職に必要な 素養」，「学習 指導等」，「 学級 経営等」，「生徒 指導等」，  

「特別支援教育 等」，「学校運 営」，「連携 協働 」 

 この中で，授 業に関する教 員の資質・ 能力 の土台となるも のが 「教職に 必要な素養 」お

よび「連携協働」で あると思われ る。具体的 に，「教職に必要な 素養」は，教職 を担うに当

たり必要となる 素養に関する 事項（倫理 観 ， 使命感，責任感 ，教育的愛情 ，総合的な 人間

性，コミュニケ ーション力 ， 想像力 ，自 ら学 び続ける意欲及 び研究能力を 含 む。）で，「 連

携協働」は，他 の教職員との 連携及び協 働の 在り方に関する 事項（若手教 員の育成に 係る

連携及び協働に 関する事項を 含む。）と示さ れ ている。この土台の 上に，授業に関 する教員

の資質・能力と して， 教育課 程の編成 ， 教育 又は保育の方法 及び技術に関 する事項（ 各学

校の特色を生か したカリキュ ラム・マネ ジメ ントの実施 ，主 体的・対話的 で深い学び の実

現に向けた授業 改善 ，情報機器及 び教材の活 用に関する事項 を含む。），「学習 指導等」や 特

別な配慮を必要 とする幼児 ， 児童及び生 徒へ の指導に関する 事項（障害の ある幼児 ， 児童

及び生徒等への 指導に関する 事項を含む 。），「 特別支援教育等」が位置して いると思わ れる。

「特別支援教育 等」は，児童 ・生徒の多 様性 として広くとら えることがで きる。この 多様

性の中には，そ れぞれの児童 ・生徒のつ まず きや困り感が含 まれており， 児童・生徒 の資

質・能力を高め るために， そ れら を見取 り ， 個々で対応して いく必要があ ると思われ る。

東雲小学校・中学校には ，特別支 援学級があ り，日常的に 通常学級と 特別支援学級 の児童・

生徒が関わりな がら学校生活 を送ってお り， インクルーシブ 教育の土壌が 培われてい る。

また，小学校の 複式教 育をは じめ，異年 齢・ 異学年集団によ る自立的・協 働的な学び も進

めている。これ らの 知見も含 めながら， 東雲 小学校・中学校 としての教科 等本来の魅 力に

迫る教員の資質 ・能力を議論 していきた い。 

 

（４）教員の資 質・能力向上 に向けた授 業研 修 

①学びの基盤 

 東雲小学校・ 中学校では こ れまで ，学 びの 基盤である集団 づくりに重点 を置いて授 業研

究を行ってきた 。 例えば，９ 年間の 学び がつ ながる授業づく りの構築 （広 島大学附属 東雲

小学校・中学校 ，2021），ま た，（３）で あげ た 複数の学級形 態の中で 児童 ・生徒 が関 わり

合い，学び合え る環境づくり 等を提案し てい る。その取り組 みを継続し な がら ，教科 等本
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来の魅力に迫る 授業づくりに 必要な各教 科等 の視点を明文化 し，教員の資 質・能力の 具体

を明らかにする 研究に取り組 んでい ると ころ である 。 

 

②研修の進め方 

【研究推進計画 】 

 本年度の研究 の目的である 教員の資質 ・能 力の具体を明ら かにするため ，研究推進 計画

を次のように立 て た（表１）。 特に，（３ ）で 述べた教員の「 連携協働」を 意識した取 り組

みにするため， 東雲小学校・ 中学校の授 業交 流や視点の共有 に重点を置い た研修会を 計画

した。 

表１ 東雲小学 校・中学校研 究推進年間 計画 

※    は授 業交流等で視 点を共有し た研 修会 

 

研究を進めるに あたり，教員 の資質・能 力 の 具体を明文化し て整理するた めに，東雲 小

学校・中学校そ れぞれの授業 研修会にお いて ，これまで授業 観察の視点と してきた項 目を

基に協議するこ とに した。さ らに，各研 修会 を通して 具体化 されてきた 教 員の資質・ 能力

を小中全体会に おける研修で 共有し，東 雲 小 学校・中学校が 捉える教員の 資質・能力 とし

て次の３つの大 枠に分類 した （表 ２）。 本研 究会では，これ ら ３ つの項目 「授業構想 力」，

「授業実践力」，「授業分析・ 評価力」に つい て具体を示し， 授業づくりに 必要な各教 科 等

の視点を提案し ていきたい。 

 

 

月 東雲小学校 東雲中学校 小中全体会 

４ 
  

・研究推進計画 の提案 

５  ・授業研を受け ての研修  

６ 
・複式校内授業 研究 

 

・日々の授業提 案・観察 

 
 

７ 
・複 式教 育座談 会 

・ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ授業 研究 

 

 
 

８  
・教員の意識調 査， 

実習生の意識調 査 

・各教科等 で教員の資 質・能力

の具体を協議・ 明文化 

10   ・研究会運営の 具体を共有 

11   
・東 雲教 育研究 会 

・研究会の振り 返り 

１ 全体授業研究会   

２   ・次年度へ向け た研修 

小中の研究の 視 点交流  

研究会に向けて 視点共有  プ ロジェ クト 研修  

新任者授業研修  新任者授業研修  
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表２ 東雲小学 校 ・中学校が 捉える教員 の資 質・能力 

資質・能力 視点 資質・能力の説 明 

授業構想力 
目標設定 

○児童・生徒の 実態や，学習 内容を踏ま え， 児童・  

生徒がさらに伸 びるための目 標を判断す る視 点 

教材研究（開発 ） ○教科等の本質 を捉えて，素 材を教材化 する 視点 

授業実践力 指導技術 

○目 標， 児 童・ 生徒 の実 態 及び 学習 内 容を 考 慮して

授業を行う視点（ 価値付け，板 書，ファシリテート，

机間指導等） 

授業分析・ 

評価力 

授業分析 

評価 

○児童・生徒の 実態を分析・ 評価し，自 身の 実践を  

改善する視点 

○児童・生徒の 実態を分析・ 評価し，児 童・ 生徒に  

対する形成的評 価を行う視点 

 

【東雲小学校で の授業研修 】 

 東雲小学校で は，「新 任者授業研 究」「 イン クルーシブ授業 研究」「 複式校内授 業研究」「 全

体授業研究」等 の授業研究を 実施してい る。 これらの授業研 究のうち，「 新任者授業 研究」

「全体授業研究 」を実施する にあたって ，昨 年度までは，そ れぞれの授業 ごとに分析 チー

ムを構成し，授 業分析を行う ことにより ，授 業づくりに関す る新たな知見 を獲得した り，

授業力を高めた りすることを ねらってき た。授業を参観する 際には，「 構想・実践・評価・

基盤」の４つの 視点に基づい て授業参観 を行 ってきた。さら に，参観者そ れぞれが授 業実

施後に４つの視 点に基づき気 付きを分類 し記 載したもの（コ メントカード ）を作成し ，分

析チームが記載 された内容を 集約す るこ とに より，授業の成果 や課題を分 析するとと もに，

代案も含めて建 設的な議論を 行ってきた 経緯 がある。  

 今年度より，「 教員の資質 ・能力」に 関す る研究を進めて い くにあたっ て，「新任 者授 業

研究」では，先述した 授業観察の４ つの視点 を踏まえて，「教員 の資質・能力（授業 構想・

実践）」（表３） を規定し，そ れぞれの 観 察視 点に基づいた授 業観察記録と 協議会を実 施し

た。 

表３ 小学校の 授業観察の視 点： 教員の 資質 ・能力（授業 構 想・実践） 

資質・能力  視点  資質・能力 の説 明  

授業構想力  
目標設定  ・児童の実態や ，学習内容に 合わせた目 標の 設定  

教材開発  ・児童の実態や ，学習内容に 合わせた素 材の 教材化  

授業実践力  

評言  ・児童の表現に 対する価値付 け  

板書  
・構造的な板書  

・板書を通した 児童の考えの 整理  
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授業実践力  

（つづき）  
ファシリテート  

・児童の考えの 比較・分類や ，関連付け  

・児童の思考の ゆさぶり  

・視点を絞った り，広げたり すること  

基盤  学級・教科経営  
・集団づくり・教師と しての話し 方，立ち 振る 舞い等  

・授業や児童に 対する構え  

 

【東雲中学校で の授業研修 】 

 東雲中学校で は，「新任者 授業研修」「 プロ ジェクト研修」 を行っている 。今年度は ，小

学校との授業参 観交流に加え ，他附属か らも 研修に参加して いただき，協 議を深める こと

ができた。さらに ，日 々行っている 授業を 参 観交流する機会 を増やし，「連携 協働」の意識

を高めたいと考 え，授業観察 記録表を作 成し 研修に取り組ん できた。 記録 表では， 授 業づ

くりに必要な視 点 について， 授業者から 提案 したり，観察者 が見 取ったこ とを 授業者 へフ

ィードバックし たりできるよ う， 教員の 資質 ・能力について 項目を立てて 授業観察に 臨め

るよう工夫した 。 

教員の資質・能 力の項目につ いて， 年度 当初 は，教員が身に 付け たい「教 師力」とし て

昨年度まで東雲 中学校の研修 で視点とし てあ げていた ７つの 項目 （表４） から，授業 づく

りに密接に関わ る ６項目を視 点 として取 り上 げて授業観察を 行った。 ７月 のプロジェ クト

研修においては ，東雲小学校 ・中学校の 全体 会での研修を受 けて 整理され た項目に視 点を

当てて授業観察 を行った。こ れらの研修 をも とに，教員の資 質・能力の具 体について 授業

観察の視点や協 議の進め方を 教員間で共 有し ，東雲教育研究会 に向けて準 備を進めて きた。 

表４ 中学校の 授業観察の視 点： 教師力 の詳 細 

資質・能力 資質・能力の説 明 

授業観察力 生徒の動きを的 確に判断し，教 科等を超え て 授業改善の視点 を見いだす力  

目標設定力 生徒の見とりを ふまえ，生徒 がさらに伸 びる ための目標を判 断する力  

教材研究力 教科等の本質を 捉えて何を教 えるか判断 し， 教材教具等を工 夫する力  

指導技術力 
目標，生徒 実態及び指導 内容を考慮 して様々 な方法で指導す る力，ま たは

状況に応じてよ り適切な指導 方法を見つ け， 指導する力  

評 価 力 
生徒の実態を見 とるため評価 の方法と材 料を 判断し，分 析する力 ，さらに

自身の実践をふ り返って改善 する視点を 見い だす力  

実態分析力 生徒の実態に加 え，生徒がさ らに伸びる ため の道筋を判断す る力  

企画提案力（※） 研究会・学会や 紀要等を通し て，新しい 視座 や考えを企画・ 提案する力  

（ ※ 「 授 業 づ く り 」 か ら は 外 す ） 

 

 東雲小学校・ 中学校が捉え る教員の資 質・ 能力と小学校・ 中学校それぞ れの授業観 察の

視点との関連を 表５に示す。 
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表５ 東雲小学 校 ・中学校が 捉える 教員 の資 質・能力 と小中 の授業観察の 視点との関 連  

小 学 校 の 視 点 
 

教 員 の 資 質 ・ 能 力 
 

中 学 校 の 視 点 

授業構想力  

目標設定  

授業構想力  

授 業 観 察 力 

教材開発  目 標 設 定 力 

授業実践力  

評言 

授業実践力  

教 材 研 究 力 

板書 指 導 技 術 力 

ファシリテート 

授業分析・評価 力  

評 価 力 

基盤 学級・教科経営 実 態 分 析 力 

 

➂教員の資質・ 能力 を見取る 視点 

 東雲小学校・ 中学校では， 先で述べた よう に 教員の資質・ 能力 を見取る 視点を３つ の 項

目「授業構想力」，「授業実践 力」，「授業 分析 ・評価力」に 整 理し た（表２ ）。 

この３つの項目 は，主に授業 の前・中・ 後の 時間軸を考えて 分類している 。前が「授 業

構想力」，中が「授業実践力 」，後が「授業分 析・評価力」で ある。もちろん，「授業 分析・

評価力」が基に なって 「授業 構想力」や 「授 業実践力」 につ ながる など， それぞれの 力が

複雑に絡み合っ ていることは これまで の 研修 会でも 協議して きて おり，時 間軸にはめ るこ

とを目的にはし ていない 。授 業者は３つ の項 目の具体を授業 実践で示す。 授業観察者 は 授

業者の行為の具 体を 見取り ，３つの 項目に 整 理する。そ の際，児童・生徒の変容 に着目し，

授業者の行為が 児童・生徒の 変容に どの よう に関わったかに ついて 議論す る 。視点を 共有

することで議論 が深まり， 教 員の資質・ 能力 の向上に つなが ることを目指 して 研修を 進め

ているところで ある。 

 

４ お わり に 

本研究の目的は ， これまでの 東雲小学校 ・東 雲中学校 で追究 してきた教科 等本来の魅 力

に迫る授業につ いて，どのよ うな視点で 授業 づくりをしてい けばよいのか を明らかに する

ことで，教員の 資質・能力を 具体的に示 すこ と である。この 目的について ，東雲研究 発表

会の実際の授業 やその授業を 計画・実践 した 過程を示すこと で提案してい く。  
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資料１ 中学校 卒業時にめざ す子ども像 （R４） 

 ʴἶ Ӱ ǲȈǝǠἧǰȉϑ 

ᶮ  

ὰǱ ◊șȉǨ ḹȋ ǲꜘǟǭ ўǱ ȋҧ Ǳ ș Ǯ

ǔȒ ȋ șρǏǦἧǰȉƳ ̝ ǲǑǋǭ ѝǵדǋȋ ș̟Ǐ

Ǧȑ ǵ Ǐȋ ș ǞȏǍǯǞǦȑǠȒἧǰȉƳ 

 ̝ 

ἶ ș Ǟǭ ǲǫǘǦ ̝ǵ ș ₡ǵ ̝ ǵ˗ ȋᵂ ǲ

ȐǞֻȖǢǭ ǏǱǓȐ ἶ ǠȒ ȋ͔Ιșὕװ ǮǔȒἧǰȉ Ƴ 

ἶ ș Ǟǭ ǲǫǘǦ ̝ǵ ɵ Ǐ ș ҲᴣǞ Ǳ ₡ ǵ

ᵂ ȋ ̝ᵂ ș Ǐ ǞȏǍǯǠȒἧǰȉ ⅎ Ƴ 

ɵ 

ἶ 

ǜȅǝȅǱ˗ ǲᾍǞǭ ֯ ӓȋ ΙӓǠȒǚǯǱǰș Ǟǭ ɏȽɶɱ

Ѹ ș Ǟ ȈȏǍǯǠȒἧǰȉƳȅǦ ǚȓȐǵ ἶ ҲǲǑǋǭ

ǦǏǡ ѝǵ ǏȋѨ ș Ѩ ǲ όǞȏǍǯǠȒἧǰȉƳ 
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